
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県東松島高等学校 学校だより 

避難訓練（火災） １１月６日（水） 

第８３号 

芸術鑑賞会 １２月２４日（火） 

 

火災発生を想定した避難訓練が行われました。

Ⅰ・Ⅱ部、Ⅲ部それぞれ、校舎から講堂へ速やか

に避難しました。避難後には建部教頭と東松島消

防署の方から講評をいただきました。悪天候の影

響により、消火訓練を行うことはできませんでし

たが、火災発生時に学校全体が安全かつ迅速に避

難できる体制を確立することができました。 

 

一般社団法人わらび座の皆様をお迎えし、芸術鑑賞会が行われまし

た。今年度の芸術鑑賞会のジャンルは演劇で、ミュージカル「青春（アオハ

ル）するべ！」を鑑賞しました。普段ミュージカルを観る機会はあまりないた

め、豊かな感性を養うことができる貴重な機会となりました。 

鑑賞終了後、代表生徒からお礼の挨拶及び花束贈呈が行われました。 

PTA 会員研修会として、みんなのエプロン隊のご協力をいただき、生徒

への豚汁支援を行いました。昨年度に続いての活動で、PTA 会員とみん

なのエプロン隊の方々で調理した豚汁を、芸術鑑賞会終了後に生徒に配

膳しました。 

この豚汁支援を楽しみにしていた生徒も多くいたようで、何杯もおかわ

りしている生徒もいました。 

生徒への豚汁支援を通して会員間の親睦を深めることもでき、充実した

活動となりました。 

令和７年２月１７日発行 

豚汁支援（PTA会員研修会） １２月２４日（火） 

保健講話 １１月８日（金） 

株式会社明治より講師をお迎えし、保健講話が行われました。朝食が

体調面や学習・活動に与える影響の大きさを改めて学びました。また、自

身の１日に摂取すべきたんぱく質量を知ることもできました。講話を通し

て、これまでの自身の食生活を振り返り、望ましい食生活について考える

ことができました。 

講話終了後には、手軽にたんぱく質を摂取することができる明治の食

品を配布していただきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金銭関係教育 １月２４日（金） 

宮城県東松島高等学校 

〒981-0503 

宮城県東松島市矢本字上河戸 16 

電話 0225（82）9211 

FAX 0225（82）2021 

URL https://higashi-matsushima.myswan.ed.jp/  

東松島市出身のバイオリニストで、ふるさ

と大使を務めている鹿嶋静さんをお迎えし、

ミニコンサートが開かれました。生演奏をし

てくださり、素敵な音色に癒されました。 

  総合的な探究の時間に行っている探究活動「ひがまつプロジェクト」の

１年間の集大成として、１月１０日（金）に全体発表会、１月１７日（金）に年

間活動まとめが行われました。「ひがまつプロジェクト」では、生徒一人一

人が自身の興味・関心に応じた探究課題を設定し、情報の収集や分析を

通して、課題の解決に取り組み、レポートにまとめました。 

全体発表会では、その成果物を各ＨＲ教室に掲示し、同年次や他年次

の生徒の成果物を読み、良い点や気になる点をコメントし合いました。特

に、他年次の生徒の成果物は、参考になる点が多くあり、生徒は興味を持

って読んでいました。 

年間活動まとめでは、宮城教育大学の教授からいただいた講評ビデ

オ、各ＨＲで選ばれた成果物に対するフィードバックビデオを視聴しました。

フィードバックビデオでは、各成果物の優れている点等が紹介されました。 

ひがまつプロジェクト全体発表会・年間活動まとめ  

１月１０日・１７日（金） 
  

鹿嶋静さんミニコンサート １月２１日（火） 

NPO 法人育て上げネット、SMBC コンシューマーファイナンス株式会

社、株式会社山本会計 withより講師をお迎えし、金銭関係教育が行われ

ました。 

２１・２２年次Ⅰ・Ⅱ部は、「租税教室」が行われ、給与明細の見方や社

会に出る前に知っておきたい税のことについて学びました。税の意義や役

割を理解し、納税者としての意識や自覚を育むことができました。 

２３年次Ⅰ・Ⅱ部、全年次Ⅲ部は、「金融経済教育」、２４年次Ⅰ・Ⅱ部

は、「金銭教育プログラム」が行われ、収入を得ることや収入で得たお金の

上手な使い方について学びました。将来のライフプランについて具体的に

考える良い機会となりました。 

金銭に関する学びを通して、高校卒業後の生き方や社会の中での自己

の在り方について考えることができました。 


